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子どもが意欲的に 取り組む指導方法の 工夫 

4 年「さとうきひと 人々のくらし」を 通して   

浦添市立当山小学校教諭 中 川 み よ 

1  研究テーマの 設定理由 

4 年生にもなると ，子どもたちは ，知的好奇心が 強く行動範囲も 広くなり，地域の 社会事象に 

対して興味や 関心を示すよ う になってくる。 特に自分の生活地域を 直視しながら 具体的な資料に 

ふれて学習できる 校外学習を好むようになる。 しかし，子どもたちは 課題だけに意欲をみせて 事 

物 事象の社会的な 意味を追究すること fc は，ほとんど 関心を示さず「社会科はおもしろくな い口 
というのが現状であ る。 

子どもたちは「社会科がおもしろくない。 」の理由を ， 次のように言っている。 

・言葉がむずかし い 。 

・覚えることが 多い。 

・調べ学習でどのような 資料を使って ， 調べたらよいか ，調べ方がよくわからない。 

， 調べたことを 自分の言葉でどのようにまとめたらよいのかわからない。   
この子どもたちの 実態をもとに ，日頃 の指導の問題点を 整理してみた。 

  
・学習内容の 消化に追われ ，指導の工夫が 不十分なため ，教師主導の 知識注入型の 授業に 

なりがちであ った。 

・授業展開における 時間的な工夫の 弱さのため，子どもが 自ら考え，活動できる 場面が少 

なく，一人ひとりへの 指導上の配慮が 不十分であ った。 

・子どもたちの 実際に観察した 事柄を資料として ，授業展開で 生かすことがあ まりできず， 

学習意欲を十分喚起することができなかった。 

以上のようなことから 指導研究の不足を 深く認識することができ ，改めて子どもが 自ら学ぶ意 

欲を培う指導の 工夫改善の必要性を 痛感するようになった。 

そこで，上記のことを 踏まえ， 

①一人ひとりの 子どもが，学習に 対して問題意識をもち ，解決していく 力 をつけることがで 

きるような学習過程や 学習形態を工夫する。 

②基礎的，基本的事項をおさえた 指導内容と ， 子どもが意欲的に 取り組む事ができる 教材を 

準備し，体験的活動を 取り入れた指導を 工夫する。 などの手だてを 試みることによって ， 自ら 

意欲的に学習に 取り組むようになる。 そうすることによって ，社会科が好きになる 子が育ち ， 

社会科学習の 目標にせまる 授業ができるのではないかと 考え，本研究テーマを 設定した。 
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Ⅱ 社会科の目標 

]  新社会科の基本目標 

会 に生きる民主的，平和的な 同家・社会の 形成者としての 必要な公民的資質の 基礎を養 う 。 
    

2  4 学年の目標 

社会生活についての 理解を図り ， 我が国の国土と 歴史に対する 理解と愛情を 育                         
  

人の働きについて 追究し，地域の 人々の生活向上と 安定のためになされている 努力に気づく。           社会の発展を 願う態度をもつことができる。   

この日 標は ，本学年における 地域学習のあ り万を示している。 特に， 4 学年における 地域学習 

としては，地域社会における 人々の健康や 安全を図るための 諸活動や人々の 生活の様子，また ， 

地域社会の発展に 貢献した先人の 働きなどについて 理解させることを 目標としている。 
  

国士の他 置 ，地形，気候などの 概要を調べ，その 特色を理解する。 

気候や地形の 条件から見て 国内の特色あ る地域の人々が ，自然環境に 適応しながら 生活 

している様子に 関心をもっ。   
この目標は，自分の 住む地域社会から 視野を拡大し ，自然環境としての 国土の特色や 自然環境 

として特色のあ る地域の人々の 生活の様子について 理解させることをねらっている。 

3. 具体的に観察し ，資料を効果的に 活用することができる。 

地域や地域社会とのかかわりを 考えながら，社会的事象を 具体的に観察する。 

学習のねら ぃ を達成するために ，地図や各種の 資料を精選して 効果的に活用する。 
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Ⅲ 新しい地域学習の 視点、 

] 社会科と地域学習 

社会科学習は ，さまざまな 地域社会における 人間生活の生きる 営みを教材として ，そこに表 

れている多様な 車 物 ，事象の社会的な 意味を考えることによって ，人間としての 自ら学び、 生 

きる 力 " を育てる教科であ る。 

" 生きる 力 " とは，学習指導要領社会科の 目標であ る「公民的資質の 基礎」でもあ るといっ 

ても過言ではない。 また，地域において ，実際に展開されている 社会生活や社会事象の 意味や 

地域社会に果たす 役割や人々の 生き方等について 広い視野から 考えたり，正しく 判断したりす 

ることのできる 力であ り，また，多様な 情報を収集し ，確かめ，適応できる 力であ る。 この " ヰ ． 

きる 力 " を学び，育てていくため fc は，子どもたち 白身が生活している 社会，すなわち 生活 基 

盤 としての地域におけるさまざまな 具体的な社会事象や 社会生活などの 生きた姿が，学習の 対 

象 となることがもっとも 適切であ る。 よって，社会科学習においては ，地域で学 び ，地域を学 

ぶことが " 生きる 力 " を育て ， 伸ばす源であ る。 この ょう な地域で学び ，地域を学ぶ 学習を地 

域学習と よ んでいろ。 国際化社会，情報化社会等，社会の 急激な変化が 著しい今日においては 

改めて白らの 生き方が問われる 時代になってきている。 このような社会だからこそ " 生きる 力 " 

を学び ， 育てる「地域学習」が 大切になってきたといえるのであ る。 

2  地域学習の意義 

「地域を教材化する」とか ， 「地域学習」というときの「地域」は ， 子どもにとって 身近な 

地域を指す場合がほとんどであ るし，ここでもその 線に従っておくことにする。 さて，地域を 

扱う意義とは 何だろうか。 それは，次のように 考えられる。 

① 地域教材では ，子どもが直接体験できる。 

地域の教材は ， 子どもの手の 届くところにあ るので，子どもが 直接観察したり ，体験的に 

学んだりすることができる。 

② 地域教材では ，子ども自身が 資料を集められる。 

③ 地域教材は，事実を 大切にする子を 育てる。 

① 地域教材は ， 子どもにその 地域の人に対する 共感を呼 び 起こす。 

地域教材では ，しばしば地域の 人が子どもに 話をする学習が 組まれるが，たいへん 有効な方 

法 であ る。 たとえば，昔の 米づくりの苦労話は 若 い 教師にはなかなかできない。 そこで学区に 

住むお年寄りに 教室で話をしてもら ぅ 。 経験した人でなければ 話すことのできない 実感と迫力 

が 子どもを自然な 共感へ導く。 働くことの厳しさ・ 尊さを具体的な 人を見つめる 中から理解さ 

れて い く。 

3  地域素材の教材化の 条件 

① 単元のねらいがⅠ分に 満たされている。 

② 素材が近くにあ り，見学や観察が 容易に可能であ る。 

③ 子どもの興味や 関心がそそがれる。 

① 次の単元への 一般化へ転移することが 可能であ る。 
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4  子どもが意欲的に 取り組む教材の 条件 

Ⅲ 教材についての 考え 

子どもが意欲的に 取り組む教材とは ，子どもが興味や 関心をもって 接し，驚きや ，疑問， 

喜 び をもって追求する 意欲を育て， しかも，目標を 達成することができる 内容をもつ教材と 

い えよ う 。 そのためには 身近な社会事象を 取り上け，自分との 関わりを通して 地域社会を理 

解させる意味で ，地域素材の 教材化の工夫が 大切であ る。 子どもが意欲的に 学習する教材の 

条件としては ，次のことがあ けられる。 

① 子どもの興味・ 関心に支えられ ，それが持続できるもの 

② 内容が明確で 疑問や問題が 含まれているもの 

③ 既習内容や経験との 関連が十分に 考慮されているもの 

① 子どもの発達段階に 即した学習課題の 設定が容易であ るもの 

㈲ 実 践 

学習意欲を起こさせるには 教材が子どもの 心を揺さぶる 具体的事例でなければならない。 

四年Ⅰきょう 土を開く』の 単元では，さとうきびをとりあ げた。 子どもたちは 実際に見学に 

いき，調べ学習をして ，さとうづくりへと 展開していった。 

5  体験的活動を 取り入れた学習活動 

Ⅲ 意 義 

教え込まれた 知識を理解させるだけでなく ，子どもの意欲的な 見る ， 聞く ， 調べる，訪ね 

る ，観察する，操作する 活動を通して 学ぶという活動重視の 社会科学習であ ってこそ，意欲 

的に追求する 態度を示すのであ る。 

体験的活動は ， 子どもが手足を 使って「なすことによって」学ぶ 学習活動や学習形態の 一 

っ であ り，子どもが 自ら課題に取り 組み，追求する 過程において ，文章表現，造形，劇化， 

観察などの諸活動を 取り入れたのであ る。 

これは，子どもが 喜ぶ身体的活動と 思考を結びつける 学習活動なので ，楽しく意欲的に 取 

り組む学習活動をさせるよい 条件となる。 

(2) 実 践 

活動的な四年生の 子どもにちって ，実地調査，体験学習などは 魅力あ る学習であ る。 それ 

らの学習に取り 組む中で ， 子どもたちは ，学ぶ楽しさを 実感したり追求能力を 身につけたり 

するのであ る。 

体験的な観察学習の 後には新聞づくり ，紙芝居，年表づくり ， グラフづくりなどの 表現活 

動を位置づけ ，聞いたこと ，見たこと，触れたことなどを 構造的に整理させることが 大切で 

あ る。 

「さとうきびと 人々のくらし」の 小学 几 では，実際にさとうきびから 汁をしぼる体験をし 

て さと う づくりをし人々のくらしを 高める願い る 紙芝居や絵本をつくる 表現活動で位置づ 

けた。 子どもたちは 見学学習を進めていき ，体験学習をすることによって ， むかしの人々は ， 

きょう土を住みよく ，めたかにするために 努力し苦労をして 今の発展のもとになったことを 

とらえていった。 

一 24  一 



6  学習意欲について 

学習意欲とは ，学習に対する 個人の " やる気 " をいう。 価値判断や意志の 働きによって 目標 

達成の行動を 起こそうとする 心の状態をい う 。 

Ⅲ 学習意欲を育てる 教師の働きかけと 工夫 

① 課題のねらいをはっきりさせる。 

② 頑張っているところを 見つけてほめてあ げる。 

③ 考え方のよ い 所を探してほめてあ げる。 

① 完成の喜びを 味わわせる。 

⑤ 進歩の後がわかるようにする。 

宇賀意欲を育てていくために ，教科指導や 学級指導で子どもたちの 学習意欲を構成する 行動 

特性を類型化しそのひとっひとっを 育てて い く指導の工夫と 働きかけが大切であ る。 意欲 や 

態度を育てることは 自己教育力につながることであ り，新教育課程の 改善のポイントでもあ る。 

(2) 社会科と学習意欲 

社会科は戦後の 民主的・平木 U 的な国づくりに 向かって，どの 教科にもまして 子どもたちの 

生き方にかかわろうとして 誕生した教科であ る。 それは，整理された 既成の学問研究の 成果 

だけをうのみにするというものではなく ，生活の中で 直面する社会事実に 子ども 達 自身が問 

題をもち，その 問題に立ち向かい 解決の見通しを 立てながら追求していく 過程を重視してい 

くものであ る。 

社会科は子どもの「生きようとする 力 」を「よりよく 生きようとする 力 」に育てていく 過 

程に積極的にかかわっていこうとする。 

また，子どもたちの「よりよく 生きようとする 力 」は，具体的には「知りたい ，わかりた 

い ，できるようになりたい」という 欲求となって 表われる。 これが学習意欲であ り，この学 

習意欲に満ちた 姿が自ら学ぶ 子どもであ る。 

このような意味で 社会科は ， 子どもたちの 学習意欲そのものを 育てる教科であ るといって 

よい。 

(3) 学習意欲と家庭 

家庭は学習意欲の 高揚という面で 非常に大きなかかわりをもっている。 家庭での親子関係 

と人間関係と 環境が学習意欲に 大きくかかわってくる。 子どもにとって 情緒の安定は 特に大 

切で，居心地がよくて い い親子関係があ れば学習意欲は 自然に出てくるものであ る。 

@4) 学習意欲の循環性 

学習意欲は，循環 し 発展するものであ るといわれている。 
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学習過程の工夫 

子どもが自ら 意欲的に学習に 取り組む 力 を育てていくためには ，学習過程を 工夫することが 

大切であ ると考え，その 一つの方法として 問題を っ かみ，調べて ，自分の考えをまとめ 広める 

問題解決的な 学習過程を取り 入れていきたいと 考えて平成元年度社会科学習実践 ( 北美 小学校 

の桃原 絶美子先生 ) ) の学習過程を 取り入れることにした。 

一 単元一サイクル 学習の学習過程 
  

一 単元一サイクル 学習の単元構成は ， 小 単元全体を一つのまとまりとして 見通す単元構成 

さしてあ るまとまった 指導内容をもつ 小 単元を一学習過程として 展開する方法であ る 0 

一 単元一サイクル 学習の授業展開は ，はじめに 小 単元全体の問題が 明確に把握され ，学習 

の 順序や万法が 子どもたちの 手で計画さ ォ 1, るから，一人ひとりの 子どもに学習が 成立し子ど   

もが意欲的に 主体的に学習に 取り組むようになるために 有効であ るといわれており ，単元金 

体を見通す力や 事象相互のかかわりを っ かむことができるよ う になり，社会事象の 意味の理 

解を深めることができるようになってくる。 。 

く一 単元一サイクル 学習の学習過程 ノ 

段 階 手 だ 

つ 
事実認識 資料や経験をもとに 小 単元の学習の 方向を ; 

問題把握 これから学習していくための 問題をはっき   
か 
仮 説 学習問題について 予想をたてる。 

む 
  学習計画 仮説をもとに 追求の柱 ( 観点 ) を決める。 

調 
追求の柱や調べる 万法を確認する。 

べ 問題追求 
見学したり，資料を 収集したりする。 

る 
事実を追求しその 本質をさぐる。 

追求問題に対しわかったことをまとめる。 

ま 
小 単元の学習問題や 仮説を確認する。 

と ま とめ 
まとめ方を考える。 

め 
学習してわかったことをもとに 結論にまと・ 

発 展 次の小単元への 発展を考える。 

て 

き ぐる 0 

りと 担 える。 

める。 
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Ⅳ 授業の実践 

第 4 学年 社会科学習指導案 

当山小学校 4 年 4 組 

指導者 中 Jll み よ 

1 単元 名 「きょう土を 開く」 

2  単元目標 

。 地域の人々の 生活を高めるために ，地域の開発にづくした 先人の働きがあ ったことをとらえ 

る。 

。 地域の開発にづくした 先人のはたらきを ，当時の人々の 願いや工事の 技術，土地条件などか 

らとらえる。 

。 各種の資料を 効果的に活用して ，地域の開発にづくした 先人のはたらきをとらえる。 

3  単元構成 

発
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の
と
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火
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と
の
 

港
 

さ
々
 

4  小 単元 名 さ と ぅ きびと人々のくらし 

5  指導にあ たって 

。 本 単元は，学習指導要領第 4 学年の内容 (4) に基づいて構成されたものであ る。 ここでは， 

「さとうきびと 人々のくらし」をとりあ げるこ 引 c した。 

さとうきびは ，沖縄県の基幹作物であ り，沖縄の自然により 適した農作物として 研究が進め 

られ開発されてきた。 子ども達にとっても 身近で手にしてみたり ，食べたりすることので 

きる観察しやすい 素材であ る。 

さとうきびが ，いつ，だれによって ，どのように 広められたか 調べ追求することによって ， 

地域のくらしを 高めるために 努力した先人の 働きをとらえさせることができる。 

  当山小学校の 所在地，浦添市は ，那覇市に隣接し ，ベッドタウンとして 開発が著しいが ， 本 

来は ，さとうきびを 中心とした農業の 盛んな地域であ った。 平成元年現在，浦添市の 農地面 

積は，総面積の 16% を占めている。 その 収 横面積の大半の 73% はさとうきびが 占めている。 

しかし，産業全体からみた 農業の占める 割合は ， 年々著しい減少傾向で ，さとうきびの 生産 

量も減少してきている。 その原因は ， 若い人達の農業離れによって 農業従事者の 高齢化が進 

み，農業人口の 大幅な減少にあ る。 また，年々人口がふえて 農地の宅地化が 進み，専業農家 

が 減り，都市近郊農業へと 変わってきたこともあ げられる。 

本校医 は ，市の南東部に 位置し当山，浦曲，西原一区，西原二区， 広栄 05 つの集落から 

できています。 本校の周辺には ，今もさとうきび 畑が多く見られ ，市内のさとうき ぴ 栽培面 

積の大半を西原一区と 西原二区と当山で 占めている。 しかし，さとうきびの 作付 面積は年々 
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減少傾向にあ るが，さとうきびに 対する依存度はなお 高い。 そのわけは，さとうきびの 肥倍 

管理が容易であ り台風に強く ，換金性が高いことが 主な理由であ る。 

。 本学級の子どもの 実態を調べてみると ，さとうきびを 見たり，さとうきび 畑がどこにあ るか 

を知っている 子は多い。 さとうきびづくりの 作業を手伝った 経険 のあ る子は，非常に 少ない。 

手伝ったことのあ る子は取り入れの 時期がほとんどであ る。 さとうきびは ，実際に身近に 

接しながら，何気なく 見過している 子がいる。 その子らは，ややもすると・さとうきびは 手 

入れをしなくてもそだつと 受けとめている。 子どもたちは ，生活経験の 中でさとうきびを 登 

下校，毎日目にしているが ，さとうきびから 何がつくられるのかの 基本的知識を 持っていな 

い 子もいる。 

  本 単元では，今まであ たり前に見すごしていた「さと うきび 」を追求していく 中で，それの 

知らなかったことに 気づき，先人がくらしの 向上のために 知恵をし ぼ り，努力し苦労して 

きたことを授業のまとめ 段階で「さとう 作り」を通して 実感的に体験させたい。 そのために， 

授業づくりの 構想、 として， 

・学習の方法を 学び，自分とのかかわりで 考えながら学習できる 授業をする " 

・調べる力やまとめる 力 ( 書く 力 ) を育てる授業をする。 

・子どもの内面に 刺激を与え，行動面に 変容を起こす 授業をする。 

などを必がけ ，そこで，身近な 校 医 にあ る「さと うきび 」を教材として ，観察活動をし 五感を 

通して子どもが 自ら追求することで 課題解決に取り 組ませたい。 

6  指導目標 

。 さとうづくりにづくした 儀間真常 のはたらきを ，当時の人々の 生活の様子と 関連づけながら ， 

っかませる。 

。 さとうきびの 生産を高める 工夫として，宮城鉄夫のはたらき ， 稲福 清彦のはたらき ，農業試 

験場の役割を 土地条件，道具や 技術の進歩などとの 関連をはかりながらつかませる。 

。 さと うきぴ づくりの最近の 傾向・問題点を っ かませる。 

7  指導計画 (10 時間 ) 

山 県の基幹産業であ るさとうやさとうきびづくりは ，いつ頃 ，だれによって 開発されたもの 

であ るか疑問をもち 学習問題を づ くる。                                                                                                                         1 時間 

(2) 調べるための 学習計画を立てることができる。                                                                                                 1 時間 

㈲ 儀間真 常によって 二 荘子姉 鉛 製糖 法が ，県下に広められ ，その後，人々の 苦心によって 改 

良され今日に 至ったことを 知る。                                                                                                                                           2 時間 

㈲人々の長い 間の努力 ic よって，沖縄の 自然条件に適した 品種が改良され ，人々のくらしが 

高まってきたことを 知るっ                                                                                                                                                             3 時間 

(5)  さと う づくりをする。                                                                                                                                                                   4 時間 
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8
 小 単元の展開 

つ
 

肌
ル
 

  

む
 

過
程
 

 
 

ねらいて時間Ⅰ 

。 県の基幹産業 

であ るさとうや 

さとうきびづく 

りは，いつごろ ， 

だれによって 開 

発されたもので 

あ るか疑問をも 

ち学習問題をつ 

くることができ 

る " 

Ⅰ 1) 

。 調べるための 

観点や方法を 考 

えて学習計画を 

立てることがで 

きる。 

(1 Ⅱ 

  

学習内容と学習活動 

1. さとうきびの 実物を見て話し 合う。 

2. さとうきびのさいばい 分布図を見て 

気 づいたことを 発表する。 

。 分布の様子一 - 全ビに 分布している。 

3. 農産物の生産額のバラフを 見て話し 

ム ロ ラ 。 

。 生産額一 -300 億円 

他の作物より 多く沖縄の 

基幹作物 

4. 疑問に思 、 っ たことや調べてみた t, 、 こ 

とを 書 { 
言舌 し 合う。 

5. みんなの学習問題を づ くる。     
さとうづくりで ，人々のくらしを 高 

め よ う と儀 問真常や ，その他の人々 

は ，どんなことをしたのでしょうか。 

  
6. 調べるための 計画を立てる。 

。 調べる と 

Ⅲ 儀間真 常の広めたさとうづくりの 方法 

(2) その後のさとうづくりの 改良 

( 製糖方法の歴史 ) 

旧 ) さと うき びは， い っごろ，どこから 

沖縄へ伝わってきたか。 

@4) さと うき びは，だれが ，どのように 

改良して今のようになったか。 

( 品種改良の歴史 ) 

(5) 人々のくらしはどう 変わったか。 

。 調べ方 

Ⅲ グループで資料から 調べる。 

@2) 農協や市役所へ 行って調べる。 

(3) 農家の人々から 直接お話を聞き 取る 
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さと うきび 

の 実物 

資料 1 

さと うきび 

0 分布図 

資料 2 

沖縄の農産 

物の生産額 

。 一人一人 

に作問させ 

ワークシー 

トに 書かせ 

る 。 

。 学習問題 

の カード 

。 予想は困 

難 なので 除 

<0 
。 調べたい 

ことを精選 

する。 

0 ワークシ 

一ト 

。 計画にそ 

って聞き取 

りや資料集 

めをする。 
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程
 
 
 

｜
ノ
 

 
 

( 時間 ) 

。 儀間真 常によ 

って 二転 子姉 鍋 

製糖 法 が県下に 

広められ，その 

後，人々の苦心 

によって改良さ 

れ 今日に至った 

ことをとらえる 

ことができる。 

(2) 

  

  

る 
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(1) 

  

  

(2) 

  

  

  

学習内容と学習活動 

観点ごとに調べ ，資料を作成し 発表 

する。 

儀問真 常の広めたさとうづくりの 方 

法 

中国から 二 釈子姉鋼製糖法を 学び 広 

める。 

木 で造った二本の 車にさとうき ぴ を 

はさみ， ホ 0 車を馬で回転させて ， 

しるをとる。 

鍋を三回使って 煮 つめる。 

それ以前は ，石 うすでさとうきびを 

しぼり鍋で者 つ めていた。 

三軒子姉 鍋法で 製造すると，質のよ 

ぃ 砂糖が量産できた「 

その後のさとう 製糖法の改良 

1671 年， 真 宮尾美晴 

木製三本式 

木 でつくった三本の 車を ， 牛や馬の 

力 でまわし しるをしぼった。 

1854 年， 飴波 筑登之親雲上 

石製三本式 

石製のしぼり 機で，石製の 三本の車 

を 牛や馬を使い ， しるをしぼった。 

1882 年 

鉄製三本式 

鉄製のし ( まり機になり ，牛や馬の力 

を利用してしぼっていた。 

1924 年 

製糖工場ができる。 

洋式 横製 鉄製ロール多重しぼり 機 

動力エンジンによる 洋式の横型鉄製 

ロール多重しぼり 機が導入された。 
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過程 

し 

，り 

べ 

る 

ま 

と 

め 

l 学習形態 
  ねらい ( 時間 )l 学習内容と学習活動       

・ 1990 年 大型工場で生産 

蒸気タービンの 力 を使って ，四 ～ 五 

重の圧さく機でさとうじるをしぼっ 

ている。 

・製糖工場の 分布状況 

沖縄島に 7 社，離島 17 社 

。 人々の長 い間 @3) さと うき びの品種改良の 歴史 

の 努力によって・ ，どういう品種をだれが 改良し，いつ 

沖縄の自然条件 頃 まで栽培したか。 

に 適した品種が 収穫量はどれだけか。 

改良され，人々 どんな特長があ るか。 

のくらしも高ま ① 読 谷山 種 一儀 間真常 一昭和 7 年頃 まで 

ってきたことを Ⅰ わ 0 一 3  t ～ 4  t 

知る。 茎 細く，台風に 強い，妹山ができる 

②大 茎 桂一宮城鉄夫一昭和 35 年頃 まで 

Ⅰ わ巴一 5  し ～ 6  t 

茎 太く ， 汁が多い 

台風に弱く 株 出しができない。 

③ NC0310 号 一 農業試験場の 役割 

稲福 清彦 

現在使用している。 

Ⅰ№ 一 7 t ～ 8 Ⅰ 

茎は大 茎種 より細い 

台風や ， 日でりに強 い 

一本の苗から 株 上がたくさんできる。 

(4) 人々のくらしの 変化 

。 儀問真常 が製糖法を広めたので ， 人 

々のくらしは 少しずつよくなった。 

。 さとうきびの 生産を高める 工夫 

品種改良をする。 

よい上作りの 工夫をし糖度を 高くする 

除草の工夫をする。 

。 さと う づくり l8. 学習のまとめをする。     

をする。 。 きざむつ しぼる づ につめる づ でき 上 

く 4 Ⅱ がり 

  感想を発表 中 

備 考 

資料 3 

。 工場分布 

図 

資料 4 

。 栽培面積 

の 変化 

資料 5 

生産量の 推 

移 

。 品種の見 

学 と手入れ 

。 地域の方 

を招き聞く 
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9  本時の展開 

(1) 題 材 さとうきびと 人々のくらし 

(2) 本 時のねらい 

県の基幹産業であ るさとうやさとうきびづくりは ，いつごろ，だれによって 開発されたも 

のであ るか，疑問や 調べたがことの 中から学習問題を っ かむことができる。 

[3) 展 開 

過程学習の動機づけ 学習内容と学習活動 

。 きとうき ぴ に 1.  「さとうきび」 @C ついて知っている 

ついて自分の 経 ことを発表する。 

験を発表しまし ・あ まい 味 

  

よつ 。 ・竹に似ている 

・ふしがあ る 

・まかっている 

つ 
・ 仏 たんにそなえる 

・さとうの @ 料 

。 さと うきび を 2.  「さとうきび」の 実物を見て話し 合 

観察して気づい   

たことを発表し ・ふしのよ うす 

ましょう。 ・葉のよ うす 

・太さ 

か 。 分布図や生産 3.  「さと うきひ 」について調べる。 

頼め グラフを 見 。 分布の様子 

て 疑問に用、 うこ ・全県にさい ぱ いされている 

とや調べてみた ・北部より南部が 多 い 

いことを書いて ・どうしてだろうか 調べてみたい。 

みましょう。 。 生産額 

・ 30[M 億円 

む @ 
， 他の作物より 多 い 沖縄の基幹 作 

物た 。 調べてみたいな。 

。 疑問や調べた 4. 疑問に思 、 っ たことや調べたいことを 

いことを発表し 書く一一 ; 古し合う。 

ましょう。 

。 学習問題をつ 5. みんなの学習問題を づ くる。 

くりましょう。 

 
 
ム
ロ
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体
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全
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で
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備 考 

。 生活経験 

の中から 既 

有の知識を 

発表させる。 

" さとうき 

びの実物 

資料 1 

さと うきび 

の 栽培分布 

図 

資料 2 

沖縄の農産 

物の生産額 

0 ワークシ 

- 一ト 

。 一人一人 

に 発問して 

まとめる。 
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学習の動機づけ 

ム
 「
 省
 

。
 反
 

日の学習を 

しましょう。 

学習内容と学習活動 

  輔
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6. 今日の学習をふり 返って 感想を書 { 

学 習 形 態 

 
 

備 考 

0 反省力 一 

ド 

個 をとらえ 

るための 資 

料 とする 0 

10  授業を終えて 

。 っ かむ段階で ， 子どもが実感できるよ う にして「さとうきび」の 実物を示しながら 学習を展開す 

ると，今まで 以上に意欲づけができた。 

  さと う きび栽培の分布図を 見て気づいたことを 発表させると 

㊦宮古島はさと うき びが多い。 の北部より南部にさと うき びが多くさけばいされているなぜか。 

③沖縄全体にさと うきび が ぅ えられている。 ㊤ぼくは，さとうきびが 北部に多いと ぽ、 っ たが，地 

図で初めて南部が 多いとわかった。 なぜだろう。 調べてみたいなあ 。 

上記の子ともの 声は，資料と 自分の経験を 結びつけて疑問点をはっきりさせている。 それは， 小 

単元の中心概念に 迫る子どもの 言葉として大切にした。 

。 一人一間ずつ 学習問題を書かせ ，発表させた。 疑問点が複数の 場合があ ったので，全員で 討議し 

合って，みんなの 学習問題をつくるよ う にしたが明確にできない 子もいた。 

。 学習問題づくりのとき ，学習活動の 中での子どもの 思考の変容をとらえることができるようにし 

ていきたい。 

  しらべる段階で ，浦添市役所や 浦添市農業組合へ 行き聞き取り 調査をして「さとうきびづくり」 の 

最近の傾向と 問題点を っ かむことができた。 

高糖で 多くの収穫をあ げるための良 い さと うきび づくりの条件 

① 健康な土づくりをする。 ( 深耕して，堆肥，きゅう 肥 ，緑肥等を投入して 土 づくりをする。 ) 

② 広いうねはばで 深い 植溝 にする。 ( うぬ 幅は 120 ～ 130 ㎝， 植 溝の深さは 25 ㎝。 ) 

③ 良い苗をうえる。 ( 良い苗は節 問が 10 ～ 15 ㎝で芽子が硬化してなく 太くて じようぶ ) 

① 基肥を施用する。 ( 春植は 2 ～ 3 月，真埴 は 7 ～ 9 月に植えっける。 

⑤ ハ リガネ、 ムシ防除をする。 

⑥ 欠 株の補植をする。 

⑦ 適当な肥料を 適量をほどこす。 ( 夏摘 は 3 月， 春植 ・妹山 は 6 月まで ) 

⑧ 適正なかん水をする。 

⑨ 平均増上と追肥をする。 ( 高培 土の高さは 20 ㎝ ) 
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⑩ 病害虫の適期防除をする。 

⑪ 収穫はプリック ス の高い畑からする。 

⑫ 株 出し管理をして 萌芽， 発 根を促進する。 

ブリック ス とは，「さとうき ひ のあ まさをいう，」 

と 説明してく た さる中部製糖会社の 新垣さん 

""""""" 笘 。 ， 9         

見えた 

ブ リック 

18 度， " 

ば 

  

20 度 だ 

・リック 

ス計は初 

めて見た       

さとうき 

を切っ 

ものに 

てい 

） 
  ，しらべる段階で ，校医に住んでいらっしゃる 柳原さんに「さとうきびづくり」について イ ンタビ   

ユー した。 さとうきびづくりの 重労働，夏の 暑さの中で「 きび うえ，増上 は， 目に汗が入りたい 

へんであ る。 」また， 「かれは取りや 台風後の手人れは ， 70 歳にもなった 目分には重労働だ。 」 

と， 話される等々は 経験した人でなければ 出すことのできない 実感と迫力が 言葉のはじばしから 

子どもたちの 心 、 FC 伝わり，働くことのきびしさや 尊さを柳原さんを 通して知らされた。 

Ⅰ 

浅さどうさびの う えつけには、 春ぅ えど 夏ぅ えがあ ります。 

。 しらべる段階で ，沖縄県農業試験場のさとうきび 栽培育苗室長の 島袋さんにインタビューをして 

農業試験場の 役割について 話を聞くことができた。 また，さとうきびの 品種のう つ りかわりをさ 

とうきびの実物を 呈示されて説明してくださり ，学校へそれぞれの 品種をくださって 学習できた 

ことは，事物・ 事象に直接関わって 学び ， 子どもたちは 社会認識を確かなもの @c ずることができた。 
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の
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く
 

と
づ
 

ま
ぅ
 することができた。 下記は「山内朝夫 氏 」の資料を参考にしてのさとう づ @ り 

].  搾 汁 2.  中和・正祐   3 Ⅱ 尤拝ト ・ 走 三吉言 4.  冷 却 

暁押捧 

濃縮 

  
                                                          一   容器 

  
バーナー 

  

1. 甘薦 ( サトウキビ ) の 85 ～ 90% は煎汁であ るが，実際の 搾ァト率は黒砂糖工場でも 65% 拉であ る。 

2. 押出した煎汁の 約 20% は同形 分 ( 糖分 ) であ る。 庶汁の pH は 5 前後と酸性であ り，そのまま 

加熱濃縮した 場合，固まらずアメ 状になってしまう ( 庶 糖分が転化してブドウ 糖と果糖になる ) 。 

そのため消石灰液 C10 バ   ー セント 位 ) を 滴下し中和する ( 判定はリトマス 試験紙による ) 。 

なお，加熱しているうちに 酸性化してくるので 適宜中和する。 
3. 加熱し沸騰してくると ， ァク ( 泡状 ) がでるので，スプーン 等で取除く。 

4. 濃縮が進み ， 量が半分以下に 減ってきたら ，温度計を差し 入れ温度を測定し 12(N 度 以上にな 

っ たら 撹 m- しながら 126 ～ 130 度 迄 濃縮した後火を 停め，冷却する ( 必ずしも別の 容器に移す必 

要 はな い ) 。 
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( 参考資料 ) 

資料② おられ農作物の 生産額 
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資料③ 製糖工場の分布図   
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社会科における 実態調査 ( 当山小学校 4 年生 ) 

老
 3 

6
 

人
 

9
 
3
 
 
 

 
 社会科   の 勉強はおもしろい ですか。 ( い いえ ) 

先生が説明しておぼえさせる 学習 

27 139 社会科の勉強で 

どんなじめぎょ 

うをしたほうが ， 

よくわかります 

か。 
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5
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3
 

 
 

 
 

3
 見学 して人々のはたらき や 工夫を調   みたいです   か 。 べて 83 Ⅰ 39 

調
 

べ 学習で調べ る
 
め る て をはっき りわ かって 調   います か 。 

4
 べて 72 139 

5
 調べ学習でこま っ たことがあ りさ づ - か 。 7 Ⅰ 139 

侍
さ
 

る
こ
 

す
で
 

な
 
と
か
 

習
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た
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ん
ま
 

調
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調
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9
 

9
 

3
 

3
 

 
 

 
 

  
7  さとうきびを 見たことがあ りますか。 

  

Ⅰ 00   35 

5
 

3
 

  

3
 

8
 

8
 さとうき び 畑が どこにあ るかわかります   か 。 

9 Ⅰ 

  

35 と さ ぅき びを食べたこと 9
 があ ります か 。 

  
65   35 さと うきび 何がっくられる 10 

11 

12 

力， か知 っています   か 。 

  か 。         35 と さ うきびづくりの 手伝いをしたこと があ ります 

の絵 

  
さ と うきび   

" 3 

  

  

5 

をかいてみましょう。   葉 だけの絵 9 

ふ
 
し
 
だ
 
け
 
の絵 5 Ⅰ 

 
 

さと うきび ( 葉 ， ふし 根 

さとうきびと 全くちがう 
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第 4 学年 社会科自己評価結果 

0  題 材 名 さとうきびと 人々のくらし 

  古
り
 す
ぇ
 

  

  

で
ぃ
 

た
 

 
 

 
 

古
ル
 

ろ
 
し
 
も
 
お
 

人
 
5
 

｜
 
L
 
イ
 
１
 
%
 

業
 

3
 

授
 
の
 

小
オ
 題

い
 

の
 
こ
 

は
 

 
 
Q
 

人
 

0
 

  Q2  なぜ，おもしろかったですか。 
  

    見学してくわしくわかったから。 

2. 新聞作り，かみしばいづくりをして 自分で工夫してまとめることができたから。 

3, さとうづくりをしてお 父さんやお母さんたちといっしょにはたらいたから 

4. グループで調べ 学習をたすけ 合ってできたから。 

5. 市役所，農協，農業試験場，さと うきび づくりをしている 人々に，直接 イ ン タ 

ビューしたから。 

  

03  どんなことがためになりましたか。 

・さとうきびがインドから 中国をへて沖縄に 伝わってきたことがわかった。 

さ とうきびの品種のうつりかわりがわかった。 ( 読 谷山 種 づ大 茎種づ NC0310) 
・さとうきびのとれ 高をふやすための 工夫がわかった。 

さ とうきびづくりのこれからの 問題やなやみが 多いことがわかった。 
さ とうづくりは ， い つごろ，だれによって ， 広められたかわかった。 
さ とうづくりの 道具のうつりかわりがわかった。 
さ とうづくりで 人々のくらしが 少しずつゆたかになってきたことがわかった。 

0 4  この学習でむずかしかったところはどんなところですか。 

さ と う づくりのう つ りかわりの年表づくり。 
・ 紙 しばいづくり。 

さ とうきびをすりおろすのに 手がつかれたが ， しるは少ししかでない。 
さ とうきびの品種のうっりかわりのバラフ 作り。 
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